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● 平成20年 松本広域連合議会　第1回臨時会
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世帯数（世帯） 人口総数（人）

男（人） 女（人）
436,377

213,883 222,494
167,825

松本広域連合管内 平成20.10.1現在



●
介
護
認
定
審
査
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
〇
年
三

月
三
一
日
ま
で
の
間
に
、
四
七
二
回
の
審
査
会
を

開
催
し
、
一
七，

七
一
二
人
の
審
査
判
定
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

﹇
介
護
認
定
審
査
会
﹈

一
審
査
会
五
人
の
審
査
委
員
で
、
二
〇
審
査
会

（
合
議
体
）を
組
織
し
、
松
本
会
場
で
は
週
五
日
、

安
曇
野
会
場
で
は
週
三
日
、
塩
尻
会
場
で
は
週
二

日
（
毎
週
一
〇
審
査
会
）
開
催
し
ま
し
た
。
一
八

年
度
に
、「
予
防
給
付
」
制
度
が
創
設
さ
れ
る
等
の

大
幅
な
制
度
改
正
が
あ
り
、
十
九
年
度
は
二
年
目

の
年
で
し
た
が
、
圏
域
住
民
の
皆
さ
ん
や
各
市
町

村
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
審

査
会
が
運
営
で
き
ま
し
た
。
二
一
年
度
に
厚
生

労
働
省
で
は
、
調
査
項
目
や
一
次
判
定
ソ
フ
ト
の

見
直
し
を
行
う
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

モ
デ
ル
事
業
や
研
修
会
等
を
通
じ
、
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
や
各
市
町
村
か
ら
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、

新
制
度
の
適
切
な
運
用
に
努
め
ま
す
。

●
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
〇
年
三

月
三
一
日
ま
で
の
間
に
、
二
四
回
の
審
査
会
を
開

催
し
、
四
九
〇
人
の
審
査
判
定
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

﹇
障
害
程
度
区
分
審
査
会
﹈

一
審
査
会
五
人
の
審
査
委
員
で
、
二
審
査
会

（
合
議
体
）
を
組
織
し
、
毎
月
二
日
開
催
し
ま
し

た
。
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
て
二
年
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
様
々
な
障
害
を
も
っ
て
暮
ら
す

皆
さ
ん
の
た
め
、
市
町
村
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種

類
や
量
な
ど
を
決
定
す
る
判
断
材
料
の
ひ
と
つ

と
な
る
障
害
程
度
区
分
の
審
査
・
判
定
を
行
っ
て

い
ま
す
。
審
査
判
定
件
数
は
大
幅
に
減
少
し
ま
し

た
が
、
認
定
期
間
が
三
年
と
い
う
こ
と
か
ら
、
二

一
年
度
は
、
千
人
を
超
え
る
皆
さ
ん
が
更
新
申
請

を
す
る
年
と
な
り
、
計
画
的
な
審
査
判
定
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
市
町
村
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
詳
し
く
は
、
住
所
を
有
す
る
市
町
村
の
福
祉
担

当
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。〕

七
月
四
日
、
平
成
二
十
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
新
た
に
常
任
委
員
が
選
任
さ
れ
て
、
新
体
制
で
の
議
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
構
成

（
◎
印
は
委
員
長
　
○
印
は
副
委
員
長
）

総
務
民
生
委
員
会
　
十
三
人

◎
山
田
高
久
　
○
中
野
長
勲

足
立
千
惠
子
　
大
久
保
真
一

平
田
正
夫
　
　
塩
原
政
治

近
藤
晴
彦
　
　
上
條
重
幸

中
村
寿
一
　
　
栗
原
定
美

赤
羽
正
弘
　
　
青
木
豊
子

上
松
正
文
　

消
防
委
員
会
　
十
三
人

◎
関
川
芳
男
　
○
福
島
昭
子

忠
地
義
光
　
　
池
田
国
昭

中
原
輝
明
　
　
田
中
穰
二

芦
田
勝
弘
　
　
小
野
光
明

宮
下
喜
光
　
　
水
谷
嘉
明

丸
山
祐
之
　
　
吉
江
健
太
朗

松
澤
好
哲

平
成
二
十
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
一

回
臨
時
会
に
は
、
議
案
六
件
が
提
出
さ
れ
、

慎
重
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
可
決
及
び
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
助
役
の
選
任

に
つ
い
て
は
、
松
本
市
副
市
長
の
坪
田
明
男

氏
を
選
任
す
る
人
事
案
件
が
提
出
さ
れ
、

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

■
提
出
案
件（
六
件
）

議
案
第
一
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
災

害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

議
案
第
二
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
災

害
対
応
特
殊
救
助
工
作
車
）

議
案
第
三
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
高

規
格
救
急
自
動
車（
ド
ク
タ
ー
カ
ー
兼
用
））

議
案
第
四
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
高

規
格
救
急
自
動
車
）

議
案
第
五
号

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
携

帯
電
話
等
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
）

議
案
第
六
号

助
役
の
選
任
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
一
回
臨
時
会
を
開
会

平
成
二
十
年
松
本
広
域
連
合
議
会
第
一
回
臨
時
会
を
開
会

福
祉
・
地
域
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

松
本
広
域
連
合
で
は
、
圏
域
九
市
町
村
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
介
護
認
定
審
査
会
及
び
障
害
程
度
区

分
認
定
審
査
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

両
審
査
会
は
、
公
平
で
公
正
な
審
査
判
定
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
と
連
携
・
協
力
を
密
に
し
な

が
ら
、
適
正
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

昨
年
度
（
平
成
十
九
年
度
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
審
査
判
定
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

要支援1 
4.4％ 

自立 
0.1％ 要支援2 

17.9％ 

要介護1 
14.5％ 

要介護4 
12.5％ 

要介護5 
9.8％ 

要介護2 
21.5％ 

要介護3 
19.3％ 

区分1 
6.3％ 

自立 
0.0％ 

区分2 
28.4％ 

区分5 
17.7％ 

区分6 
8.0％ 

区分3 
18.4％ 

区分4 
21.2％ 
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区　分
自　　立
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
合　計

審査件数
17
785

3,175
2,565
3,804
3,419
2,206
1,741
17,712

区　分
自　　立
区分１
区分２
区分３
区分４
区分５
区分６
合　計

審査件数
0
31
139
90
104
87
39
490

三
月
二
十
八
日
、
松

本
広
域
連
合
事
務
局
に

お
い
て
広
域
連
合
長
選

挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
選
挙
は
、
広
域

連
合
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
松
本
広
域
連

合
規
約
に
基
づ
い

て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
、
関
係
九
市

町
村
長
に
よ
る
投

票
の
結
果
、
菅
谷

昭
松
本
市
長
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。

広
域
連
合
長
に
菅
谷
昭
松
本
市
長
が
再
選

（
広
域
連
合
長
選
挙
を
実
施
）
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○職員の初任給の状況（平成19年4月1日現在）
区　分

170,200円

138,400円

170,200円

138,400円

I種　183,800円
II種　170,200円

138,400円
消防吏員

上　級

初　級

松本広域連合 長　野　県 国

※区分は採用区分で、国及び県では、上級区分を大卒、初級区分は高卒です。

○職員手当の状況
期末手当・勤勉手当（19年度）

区　分
支　給　割　合

期末手当 勤勉手当
1.40月分
1.60月分
3.0月分

0.725月分
0.775月分
1.5月分

6月期
12月期
計

※　職務の級による加算措置があります。

退職手当の支給割合（平成19年度）

区　分
支　給　率

自己都合 勧奨・定年
23.5月分
33.5月分
41.5月分
59.28月分

30.55月分
41.43月分
50.70月分
59.28月分

勤続20年
勤続25年
勤続30年
最高限度額

特殊勤務手当の状況（平成19年度）
区　分 内　容　等

95.2％（381人）
164,200円
3種類
出動手当・夜間消防手当
特定行為手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給職員１人当たり平均支給年額
特殊勤務手当の種類

特殊勤務手当の名称

時間外勤務手当（平成19年度）
区　分 支　給　額

8千773万6千円
21万9千円

支給総額
支給職員1人あたりの支給年額

人事行政の運営等の状況の公表
人事行政の公平性・透明性の確保を目的とした「松本広域連合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、
職員数・給与・福利厚生・研修などの状況について公表します。

○職員数 ○採用及び退職の状況

1 職員数及び任免の状況

部門

職員数
19年 20年

一般行政
消防
合計

11人
389人
400人

11人
390人
401人

0
1
1
関係市町村からの事務応援

対前年
増減数 主な増減理由

20年度採用者数
19年度退職者数
増　　減

主な理由

16人
17人
△1人

人事異動による

○人件費の状況（一般会計決算）

2 職員の給与の状況

歳 出 額 （Ａ）区　分
44億7,360万円19年度

人 件 費 （Ｂ）
35億6,188万4千円 79.6％

人件費率（Ｂ/Ａ）

※職員数は非常勤職員を除きます。

※人件費には、特別職に支給される報酬等を含みます。

○職員給与費の状況（一般会計決算）

給　料 職 員 手 当
区　分

職員数
（Ａ）

15億3,953万円
26億8,932万円

19年度
給与費 計（Ｂ）

400人

給　　与　　費
期末・勤勉手当

4億9,296万円 6億5,683万円
672万3千円

１人あたり給与費
（Ｂ/Ａ）

※給与費には共済費、退職手当を含みません。

○職員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成19年4月1日　現在）
区　分

320,290円
366,648円

398,798円
432,505円

40歳1月
45歳1月

松本広域連合
長　 野　 県

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

※給与月額は、給料月額に扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の諸手当を加えた額です。



（注）●扶養手当の内容は国の制度内容と同じです。
●住居手当については、自己所有住宅居住職員に対して月3,500円支給しています。
●通勤手当については、国の制度より自転車など交通用具利用者の距離区分を細分化しています。
また自動車等による通勤を自粛する運動に伴い、ノーマイカー通勤実施者のうち交通機関利用者には、
月２日を上限に運賃相当額を支給しています。

○職員の勤務評定の状況　　年1回

○年次休暇の取得状況
19年度中平均9.7日

○その他の手当の状況
区　分 内　　容　　等

扶養親族のある職員に支給されます。
借家又は借間に居住し、一定額を超える家賃を支払っている職員及び自己所有住宅に居住している職員に支給されます。
通勤のために交通機関等を利用して、その運賃等を負担することを常例とする職員に支給されます。

扶養手当
住居手当
通勤手当

○勤務時間

3 職員の勤務時間その他の勤務状況

勤務時間
日　勤
当　番

午前8時30分から午後5時15分まで
午前8時30分から翌日の午前8時30分まで

○分限処分　1件
○懲戒処分　1件

4 職員の分限処分及び懲戒処分の状況（19年度中）

区　　分 延べ受講者数研修内容
政策研修
県・関係市町村
教養実務研修
健康管理研修

105人
2人

123人
40人

共同研修
派遣研修

一般研修

○職員の研修の状況

5 職員の研修及び勤務成績の評定の状況（19年度中)

健康診断 特定業務従事者検診 人間ドック
316人 27人358人

○健康診断などの実施状況（19年度中）

6 職員の福祉及び利益の保護の状況

※特定業務従事者健診（6ヵ月ごと1回）
深夜業などの特定業務に従事する職員

○公務災害の認定件数　　3件
○勤務条件に関する措置の要求の状況　　なし
○不利益処分に関する不服申し立ての状況　　なし

○職員共済組合の設置及び活動状況
地方公務員法第42条に基づく職員の保健、元気回復その

他厚生に関する事項を実施するため、松本広域連合職員共
済会を設置し、保健保養、教養、体育振興などの事業を行っ
ています。
職員共済組合は、職員からの月会費（給料月額の3.5／

1000）と広域連合負担金（給料月額の3.0／1000）により運営
されています。

平成19年度情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況
松本広域連合では、開かれた行政を目指して、情報公開の推進と住民の皆さんの個人情報の適正な取扱いに努めています。

１　情報公開の実施状況 （件）

実施機関 不服申立
非公開 取下げ 不存在部分公開公開

処理内訳
請求

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

4

1

0

0

0

5

0

0

0

0

0

0

4

1

0

0

0

5

広域連合長

議会

選挙管理委員会

監査委員

公平委員会

合計

実施機関 不服申立
非開示 取下げ 不存在部分開示開示

処理内訳
請求

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

広域連合長

議会

選挙管理委員会

監査委員

公平委員会

合計

2 個人情報保護の実施状況 （件）

問い合わせ先　松本広域連合事務局総務課　TEL34-3250
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平成20年度 信州まつもと空港 

促進助成金交付制度のご案内 促進助成金交付制度のご案内 
冬期利用 

■事業主旨 

■助成内容 

■助成要件 

■申請方法 

信州まつもと空港地元利用促進協議会では、冬期間の利用促進を図ることを目的に、期間内に
3名以上のグループ等で信州まつもと空港を利用した方に助成金を交付します。 

1.対象人数 申込み先着 800名（予定） 

3.申 請 期 限  平成21年3月31日 

1.対象路線　次に掲げる信州まつもと空港発着便（発便または着便のみの利用を含む。） 
（1）信州まつもと→札幌　JAC2854便　（2）札幌→信州まつもと　JAC2855便　（3）信州まつもと→大阪　JAC2276便 

（4）大阪→信州まつもと　JAC2271便　（5）信州まつもと→福岡　JAC3546便　（6）福岡→信州まつもと　JAC3547便 

（7）信州まつもと→大阪経由→福岡　（8）福岡→大阪経由→信州まつもと 

2.住所等　以下のいずれかに該当する方 
ア.信州まつもと空港地元利用促進協議会加盟市町村（※2）区域内にお住まいの方 
イ.信州まつもと空港地元利用促進協議会加盟市町村区域内に通勤又は通学する方 

1.信州まつもと空港地元利用促進協議会加盟の旅行代理店（※3）で航空券類を購入した場合 
搭乗後、代表者が所定の申込用紙に搭乗券の半券を添付して、お買い求めいただいた旅行代理店にお申込みください。 

旅行代理店から規定の助成金をお支払します。（詳しくは協議会加盟旅行代理店にお問い合せください。） 

2.信州まつもと空港地元利用促進協議会加盟の旅行代理店以外で航空券類を購入した場合 
搭乗後、代表者が所定の申込用紙に申請する人数分の搭乗券半券を添付して、信州まつもと空港地元利用促進協議会事務局（※4）にお申込みください。 

事務局から規定の助成金をお支払します。 

3.人　数　前項までに該当する方で、3名以上のグループ等でご利用の方（だだし、有償旅客者に限ります。） 
※助成金は、以上の全ての要件を満たしているとき、要件を満たしている人数分交付されます。 

例えば、当該路線を利用したグループ内に 

○住所要件を満たす人数が2人の場合…助成金は交付されません。 

○住所要件を満たす人数が3人の場合…3人分の助成金が交付されます。 

4.助 成 金 額  
■  3名以上でご利用の場合…札幌便・大阪便・福岡便（各便1人あたり 片道:1,500円/往復:3,000円） 
■  7名以上でご利用の場合…札幌便・大阪便・福岡便（各便1人あたり 片道:2,500円/往復:5,000円） 
■  3名以上で経由便（※1）ご利用の場合…（各便1人あたり 片道:2,500円/往復:5,000円） 

2.対象となる搭乗期間 平成20年11月1日（土）～平成21年2月28日（土） 
（注意）期間内であっても申込者が800名または事業予算に達した時点で終了とさせていただきます。 

（※2）信州まつもと空港地元利用促進協議会加盟市町村 
松本市、塩尻市、大町市、安曇野市、波田町、池田町、筑北村、麻績村、生坂村、山形村、 
朝日村、松川村、白馬村、小谷村（以上4市2町8村） 

（※1）経由便／信州まつもと→大阪経由→福岡便 ・ 福岡→大阪経由→信州まつもと便 

（※4）信州まつもと空港地元利用促進協議会事務局 
〒390-0874　松本市大手3-8-13  松本市役所観光温泉課内　TEL.0263-34-8307 
お問い合せは、平日（土日、祝日を除く）の8時30分～17時の間にお願いします。 

（※3）協議会加盟旅行代理店 
●JTB中部松本支店 TEL.0263-35-3311 ●日本旅行松本支店 TEL.0263-34-5555 
●トップツアー松本支店 TEL.0263-36-3535 ●近畿日本ツーリスト松本支店 TEL.0263-36-4891 
●農協観光松本支店 TEL.0263-51-0250 ●びゅうプラザ松本 TEL.0263-34-2296 
●長野トラベル松本営業支店 TEL.0263-28-8211

注意 
事項 

1.本助成金は、搭乗確認後にお支払いするため、一度航空券をお買い求めいただいても、旅行をお取り消しになったり出発便が欠航になった等、実際に搭乗されなかった場合は助成の対象とはなりません。 
2.申請の際、搭乗したことを証明する搭乗券の半券が必要となります。搭乗券を紛失した場合は、搭乗証明書（信州まつもと空港の搭乗カウンターで発行します）を添付してください。 
3.また、事実と異なる申請により助成金の交付を受けたと認められた場合には、助成金を返還していただきます。 
4.詳しくは、信州まつもと空港地元利用促進協議会事務局又は加盟旅行代理店にお問い合せください。 

主  催：信州まつもと空港地元利用促進協議会 
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冬
物
語
（
〜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ａ
〜
）

「
冬
の
波
田
町
を
明
る
く
飾
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
住
民
有
志
か
ら
な
る
実
行
委
員
会
と
町

内
各
種
団
体
と
が
、
松
本
電
鉄
上
高
地
線
波

田
駅
前
を
中
心
に
波
田
町
中
央
運
動
広
場
に

お
い
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
や
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
飾
り
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
が
作
成

し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
で
冬
の
波
田
町
を
明
る
く

照
ら
す
空
間
を
演
出
い
た
し
ま
す
。

広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

日
　
　
程
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
点
灯
式

十
二
月
中
旬

点
灯
期
間
　
十
二
月
中
旬
〜
一
月
上
旬

場
　
　
所
　
波
田
町
中
央
運
動
広
場

（
波
田
町
４
４
１
７
‐
１
７
８
）

主
　
　
催
　
冬
祭
り
実
行
委
員
会

共
　
　
催
　
波
田
町
子
ど
も
育
成
会

連
絡
先
　
波
田
町
役
場

地
域
づ
く
り
課
住
民
協
働
係

電
話
９
２
‐
８
９
１
５

信
州
安
曇
野
サ
ー
モ
ン
丼

安
曇
野
市
で
は
、
現
在
、
市
の
名
物
料
理

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

飲
食
業
関
係
者
を
中
心
に
検
討
の
結
果
、

明
科
に
あ
る
県
水
産
試
験
場
で
生
み
出
し
た

信
州
サ
ー
モ
ン
、
穂
高
特
産
の
ワ
サ
ビ
、
豊

科
産
の
た
ま
ね
ぎ
を
基
本
材
料
と
し
て
統
一

し
、
各
店
独
自
の
信
州
安
曇
野
サ
ー
モ
ン
丼

を
作
る
こ

と
に
な
り

ま
し
た
。

今
ま
で

２
回
ほ
ど

試
食
会
を

開
き
ま
し

た
。
試
食

会
の
サ
ー

モ
ン
丼
は
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
に
、
し
ょ
う

が
醤
油
に
漬
け
た
信
州
サ
ー
モ
ン
の
切
り
身

を
、
酢
飯
の
上
に
乗
せ
、
ワ
サ
ビ
・
の
り
・

大
葉
・
た
ま
ね
ぎ
を
飾
っ
た
も
の
。

試
食
後
の
感
想
は
、
川
魚
特
有
の
臭
み
が

無
い
。
程
良
く
脂
が
乗
っ
て
い
る
感
じ
。
サ

ー
モ
ン
の
赤
身
が
き
れ
い
等
好
評
で
、
関
係

者
も
自
信
を
持
ち
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

来
年
は
穂
高
神
社
の
20
年
に
一
度
の
大
遷

宮
祭
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
お
祭
り
に

来
た
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

本
年
度
中
に
20
店
舗
以
上
の
店
で
取
り
扱
い

が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

筑
北
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
０
８

筑
北
村
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
昨
年
度
に
引
続
き
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
テ
ー
マ

私
が
紹
介
・
自
慢
・
残
し
た
い
、
筑
北
村
の
い
い

と
こ
ろ

〇
募
集
規
格

カ
ラ
ー
・
白
黒
プ
リ
ン
ト
で
四
つ
切
サ
イ
ズ
ま

で
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
も
可
。
た
だ
し
、
画

像
加
工
は
行
わ
な
い
こ
と
。

〇
募
集
締
切
　

平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
七
日
ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

〇
表
彰

最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
二
点
、
特
別
賞
数
点

○
応
募
上
の
注
意
に
つ
い
て

・
作
品
は
平
成
二
十
年
三
月
か
ら
平
成
二
十
一
年
二

月
ま
で
に
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
作
品
の
裏
面
に
応
募
票
（
自
作
で
も
可
）
を
貼
付

し
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
賞
作
品
の
版
権
は

主
催
者
に
帰
属
し
ま

す
。

・
入
賞
作
品
は
、
フ
ィ
ル

ム
写
真
に
つ
い
て
は

ネ
ガ（
ま
た
は
ポ
ジ
）、

デ
ジ
タ
ル
写
真
に
つ
い

て
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー

タ
を
指
定
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
原
則
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
肖
像
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
充
分
な
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
問
い
合
わ
せ
及
び
応
募
先

〒
３
９
９
―

７
７
１
１

東
筑
摩
郡
筑
北
村
坂
井
５
６
８
７
―

２

担
当
産
業
課
観
光
係
　
電
話
６
７
―

２
０
０
２

筑
北
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.vill.chikuhoku.nagano.jp/

）に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
応
募
票
は
そ
ち
ら
か
ら
印
刷
で

き
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

写真は昨年度の最優秀賞です。
題名「秋のとくらダムから」

撮影者　井澤きよ子（長野市）

変
わ
り
ま
す
！

あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場

キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
新
設
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
全
面
滑
走
可
能

気
軽
に
行
け
る
、
ま
た
お
休
み
は
午

後
か
ら
で
も
十
分
滑
れ
る
あ
さ

ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
（
あ
さ

プ
ラ
）が
変
わ
り
ま
す
。

☆
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

（
雪
と
楽
し
く
遊
べ
る
広
場

で
す
）

☆
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
す
べ
て
新
品
　

☆
特
典
い
っ
ぱ
い

「
あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
メ
ン
バ
ー
」
募
集
　

１
枚
入
会
金
三
千
円
で
五
人
ま
で
リ
フ
ト
券

半
額
・
レ
ス
ト
ラ
ン
料
金
割
引
な
ど

営業期間・時間     

ナイタープラス 
9 ： 0 0  ～  2 2： 3 0 （毎土曜日） 

サンセットプラス 
9：0 0  ～  19：00 
（毎日曜日・祭日） 

１ 日 券 （ 平 日 ） １ 日 券 （ 土 日 ） 5  時 間 券 3  時 間 券 

大　　人 2 , 6 0 0 3 , 2 0 0 2 , 6 0 0 2 , 4 0 0 

小 人 ・ シ ニ ア 1 , 8 0 0 2 , 2 0 0 1 , 6 0 0 1 , 4 0 0 

☆ ナ イ タ ー プ ラ ス　　 一日券で朝９時から午後１０時３０分まで滑れます。 
☆ サ ン セ ッ ト プ ラ ス　 一日券で朝９時から午後７時まで楽しめます。 

営業内容 

リフト料金 



松
本
は
水
の
都
で
す
。
今
年
六

月
、
環
境
省
は
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
に
ち
な
ん
で「
平
成
の
名
水
百

選
」を
選
定
し
ま
し
た
。
長
野
県
で

は
四
ヶ
所
が
選
定
さ
れ
、
な
か
で
も

松
本
市
は
松
本
城
周
辺
の
井
戸
や
各

家
庭
の
湧
水
、
地
下
水
を
一
体
的
に

と
ら
え
た「
ま
つ
も
と
城
下
町
湧
水

群
」と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
盆
地
は
全
国
的
に
も
雨
の
少

な
い
内
陸
性
気
候
。
し
か
し
、
西
に

三
千
ｍ
級
の
北
ア
ル
プ
ス
や
東
に
二

千
ｍ
を
超
え
る
美
ヶ
原
の
大
自
然
に

囲
ま
れ
た
こ
の
地
は
、
山
々
の
も
た

ら
す
伏
流
水
が
地
上
に
湧
出
す
る

「
水
に
恵
ま
れ
た
地
」で
す
。

市
民
の
生
活
と
と
も
に
古
来
よ
り

時
を
流
れ
て
き
た
清
ら
か
な
水
は
、

酒
造
り
や
味
噌
造
り
、
製
糸
業
な
ど

に
利
用
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活

に
潤
い
を
与
え
続
け
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
美
し
い
水
が
守
ら
れ
て
い
る

背
景
に
は
、
水
を
支
え
る
人
び
と
の
存
在
が
あ

り
ま
す
。
源
智
の
井
戸
で
は
住
民
が「
守
る
会
」

を
結
成
し
、
日
々
井
戸
の
清
掃
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

最
近
で
は
源
智
の
井
戸
を
は
じ
め
、
鯛
萬
の

井
戸
、
女
鳥
羽
の
泉
な
ど
数
多
く
の
井
戸
を「
水

巡
り
」す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
月

上
旬
か
ら
は
松
本
市
立
博
物
館
内
で「
て
て
ま

が
り
の
井
戸
」の
公
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
て

て
ま
が
り
の
井
戸
」は
、
江
戸
時
代
初
期
に
で

き
た
松
本
城
の
遺
構
で
、
松
本
城
主
の
私
邸
・

古
山
寺
御
殿
の
跡
地
に
あ
た
り
、
御
殿
用
水
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
歴
史
深
い
井
戸
で
す
。

街
を
歩
く
と
、
清
冽
な
流
れ
の
中
を
泳
ぐ
魚

や
、
井
戸
の
水
を
汲
む
人
び
と
の
姿
が
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
も
街
歩
き
を
し
な
が
ら
、
井
戸
水

の
飲
み
比
べ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
井
戸
水
で

淹
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
は
、
い
つ
も
と
一
味

違
う
は
ず
で
す
。「
ま
つ
も
と
水
巡
り
マ
ッ
プ
」も

ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
水
巡
り
の
お
供

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先：

松
本
市
観
光
温
泉
課
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
２
６
３
）３
４-

８
３
０
７
】

ふ
る
さ
と
の
魅
力
　
再
発
見
Vol.6
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「
ま
つ
も
と
城
下
町
湧
水
群
」
平
成
の
名
水
百
選
に
選
定
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消防署庁舎の耐震改修工事を実施しています

松
本
広
域
消
防
局
で
は
、
平
成
十
八

年
度
か
ら
三
年
計
画
で
耐
震
化
等
改
修

工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
で
工

事
計
画
が
完
了
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
は
安
曇
野
市
の
豊
科
消
防
署

と
穂
高
消
防
署
の
耐
震
化
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

今
年
度
は
松
本
市
の
渚
消
防
署
と
梓

川
消
防
署
の
耐
震
化
工
事
を
六
月
下
旬

か
ら
着
工
し
て
い
ま
す
。

工
事
は
現
状
の
消
防
署
機
能
を
維
持

し
な
が
ら
、
火
災
、
救
急
出
動
な
ど
に

支
障
の
な
い
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

松
本
広
域
消
防
局
で
は
、
防
災
拠
点

と
し
て
の
消
防
庁
舎
の
耐
震
性
能
の
確

保
と
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
停
電

等
へ
の
対
応
と
し
て
、
す
べ
て
の
消
防

署
に
非
常
電
源
設
備
の
設
置
を
進
め
て

お
り
、
消
防
庁
舎
の
機
能
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
圏
域
住
民
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

施設名 建設年月
18年度 19年度 20年度

事業計画（内容）

本郷消防署
山辺出張所

豊科消防署

穂高消防署

渚消防署

梓川消防署

S54.1

S47.12

S49.3

S47.12

S52.3

設計

設計

耐震工事

耐震工事

設計

設計

耐震工事

耐震工事

設計
耐震工事

消防庁舎耐震化等改修工事計画

写
真
は
梓
川
消
防
署

松本広域連合では、松本広域圏域内に数多く存在する歴
史、文化施設、自然等を訪ね、郷土史を学びながら地域の
素晴らしさを再発見していただくことを目的に、年2回、春
と秋に「ふるさと探訪」事業を実施しています。
去る6月11日、「ゆっくり歩いて安曇野の素晴らしさを再
発見する旅」と題して、80名の皆様に参加いただき、実施
しました。
今回のツアーは、安曇野の田園風景を眺めながら、数多
く点在する道祖神や湧水などを巡るウォーキングをはじめ、
日頃、あまり体験することのできない玉ねぎ掘り体験、県
内髄一の150種5万株の花菖蒲が咲く龍門渕公園の見学、来
年5月に行われる20年に1度の穂高神社最大のお祭り「大
遷宮祭」の本殿一部の建替え、移動等の見学など、地域の

歴史、自然の素晴らしさを再発見していただきました。
これからも、年2回程度の実施を予定しておりますが、広
域圏域内の素晴らしさを皆様と一緒に再発見していきたい
と思いますのでぜひご参加ください。
また、今回のツアーに参加いただいた皆様に、圏域内に

ある自慢の場所やおすすめの場所（観光地、景観、施設）、
食べ物等の情報アンケート調査を行いましたので幾つかご
紹介します。

アンケート調査結果
●奈良井宿、平出遺跡、贄川関所、考古館
●高原／公園（乗鞍、美ヶ原、高ボッチ、アルプス公園、
あがたの森公園、信州スカイパーク）

●修那羅峠、修那羅の石仏、石神
●松本市美術館、豊科近代美術館、碌山美術館、朝日美
術館

●長峰山、光城山からの風景
●白骨温泉、浅間温泉、三城桧の湯
●満願寺、徳運寺、玄向寺
●源智の井戸、鯛萬の井戸、女鳥羽の泉
●牛伏川、薄川の河川敷
●上高地、松本城、安曇野の田園風景
●堀金物産センター、山形ファーマーズガーデン
●食【わさび、ぶどう、りんご、そば（とうじ蕎麦)】

～ふるさと再発見日帰りバスツアー～ ふるさと探訪 ～ふるさと再発見日帰りバスツアー～ ふるさと探訪 ～ふるさと再発見日帰りバスツアー～ ふるさと探訪 ～ふるさと再発見日帰りバスツアー～ ふるさと探訪 
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「
火
の
し
ま
つ
　
君
が
し
な
く
て

誰
が
す
る
」
の
統
一
標
語
の
も
と
、
全

国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
圏
域
住

民
の
皆
様
の
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の

普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

松
本
広
域
消
防
局
で
は
、
住
宅
防
火

対
策
、
放
火
防
止
対
策
等
々
の
重
点
目

標
を
定
め
、
様
々
な
訓
練
や
広
報
を
通

じ
て
圏
域
内
の
住
民
の
皆
様
に
「
火
の

用
心
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
ポ
リ
タ
ン
ク
へ

灯
油
を
小
分
け
す
る
際
、
電
話
や
来
客

に
よ
り
、
バ
ル
ブ
を
閉
め
ず
に
、
そ
の

場
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

ポ
リ
タ
ン
ク
か
ら
あ
ふ
れ
た
灯
油
は
、

家
の
敷
地
、
側
溝
か
ら
、
河
川
へ
流
れ

て
、
環
境
や
水
質
の
汚
染
、
農
作
物
へ

の
被
害
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
で
灯
油
を
貯
蔵
し
て

い
る
ご
家
庭
は
、
次
の
事
項
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

●
灯
油
を
使
う
季
節
の
前
に

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
配
管
に
老
朽
化
、

腐
食
、
亀
裂
等
が
な
い
か
確
認
す
る
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
に
防
油
堤
を
設
置
す
る
。

●
灯
油
を
使
う
季
節
に
な
っ
た
ら

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
の
灯
油
の
小
分

け
中
は
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

・
バ
ル
ブ
を
き
っ
ち
り
閉
め
た
か
確
認

す
る
。

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
内
の
灯
油
の
減
り
方

が
著
し
い
と
き
は
、
油
漏
れ
が
な
い

か
確
認
す
る
。

・
小
分
け
前
に
ポ
リ
タ
ン
ク
の
破
損
が

無
い
か
確
認
す
る
。

灯
油
ス
ト
ー
ブ
に
誤
っ
て
ガ
ソ
リ
ン

を
給
油
す
る
と
火
災
に
な
る
た
め
絶
対

に
行
わ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
油
流
出
事
故
の
発
生
、
発
見
し
た
場

合
は
速
や
か
に
（
一
一
九
番
）
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

「
ピ
ー
ッ
・
ピ
ー
ッ
火
事
で
す
。
火
事
で
す
。」
何
だ
ろ
う

と
思
い
な
が
ら
、
音
が
す
る
台
所
に
行
く
と
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
に

か
け
て
あ
っ
た
鍋
か
ら
、
煙
が
モ
ク
モ
ク
立
ち
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

鍋
の
中
は
、
水
気
が
何
も
無
く
な
っ
て
、
煮
て
い
た
物
も
炭

の
様
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

急
い
で
ガ
ス
を
止
め
鍋
の
中
に
水
を
入
れ
ま
し
た
。

も
う
少
し
気
が
つ
く
の
が
遅
か
っ
た
ら
火
事
に
な
っ
て
い
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
付
け
て
お
い
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

付
け
て
お
い
て
良
か
っ
た
！

油
断
大
敵

松本広域消防局の住宅用火災警報器設置促進キャラクター・
住警キングも設置を促進しています。

（住警キング（左）とスモークギャング（右））

全国一斉　秋の火災予防運動実施
11月9日から11月15日まで

平成21年６月１日までに
すべての住宅に住宅用火災警報器を設置しましょう。



救
急
車
は
、
け
が
や
急
病
な
ど
で
緊
急

に
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
傷

病
者
の
た
め
の
も
の
で
す
。
緊
急
性
が
な

い
の
に
安
易
に
救
急
車
を
要
請
す
る
ケ
ー

ス
も
増
え
、
本
当
に
生
命
に
危
険
が
あ
る

傷
病
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
、「
救
え
る
命
」

が
救
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
へ
行
く
こ

と
が
で
き
る
場
合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
傷
病
者
の
様
子
や
事
故
の
状

況
か
ら
、
急
い
で
病
院
に
連
れ
て
行
っ
た

ほ
う
が
良
い
と

思
っ
た
時
は
、
迷

わ
ず
一
一
九
番

通
報
を
し
て
く

だ
さ
い
。

《
誤
っ
た
利
用
例
》

・
早
く
診
察
し
て
も
ら
え
る（
医
師
が
診
て
緊

急
性
が
な
い
場
合
は
待
合
室
で
待
つ
こ
と
に

な
り
ま
す
）

・
今
日
、
受
診
予
約
を
入
れ
て
い
る

・
自
家
用
車
が
な
い

・
タ
ク
シ
ー
だ
と
お
金
が
か
か
る

・
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
…

《
こ
ん
な
時
に
は
１
１
９
番
通
報
を
》

・
呼
び
か
け
て
も
反
応
が
な
い

・
苦
し
そ
う
ま
た
は
息
を
し
て
い
な
い

・
激
し
い
頭
痛
、
腹
痛
、
胸
の
痛
み

・
け
い
れ
ん
し
て
い
る
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9,941
10,694

11,449 11,619
12,094 12,542

13,623 13,885 14,283 14,290

4,657
5,166 5,307 5,183 5,305 5,408

6,129 6,521
7,085 7,264

46.8%
48.3% 46.4% 44.6% 43.9% 43.1%

45.0% 47.0%
49.6% 50.8%

松本広域圏の救急搬送人員の推移と 
軽傷者の占める割合 出場中 

平成19年の 
傷病程度別 
比率 

軽傷 
50.8%

中傷 
40.3%

重傷 
7.4%

死亡 
1.4%

その他 
0.1%

救急車の適正利用に
ご協力を！

※入院加療を必要としない、軽傷者の搬送が半数を占めています。

救急出場件数と軽傷者搬送数の推移

救急車を正しく
利用しましょう！

九
月
九
日
の「
救
急
の
日
」に
ち
な
み
、
救
急
隊
員

の
技
術
向
上
と
応
急
手
当
知
識
の
普
及
を
目
的
に
、

救
急
現
場
で
活
動
す
る
救
急
隊
と
住
民
の
協
力
参

加
に
よ
る
救
急
救
命
技
術
発
表
会
を
、
塩
尻
市
レ
ザ

ン
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

第10回 救急救命技術発表会



我
が
国
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
地
震
、

台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が

発
生
し
、
各
地
で
多
く
の
被
害
が
出
て

い
ま
す
。

今
年
の
六
月
に
は
、
岩
手
県
・
宮
城

県
に
お
い
て
震
度
六
強
の
地
震
が
発
生

し
、
両
県
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が
生

じ
、
地
震
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
東
海
地
震
、
東
南

海
・
南
海
地
震
、
首
都
直
下
地
震

と
い
う
大
規
模
地
震
発
生
の
切

迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
災
害

に
対
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、

い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て

的
確
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、

防
災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

身
近
な
訓
練
と
し
て
は
町
会
、

自
主
防
災
組
織
が
実
施
す
る
訓

練
が
あ
り
ま
す
の
で
、
家
族
全

員
で
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

松
本
広
域
消
防
局
で
は
、
町
会
等
で

行
う
訓
練
を
支
援
す
る
た
め
、
初
期
消

火
訓
練
・
応
急
救
護
訓
練
な
ど
実
戦
的

な
対
応
を
経
験
で
き
る
よ
う
「
出
前
防

災
訓
練
」
を
準
備
し
、
要
請
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

訓
練
を
計
画
す
る
際
は
最
寄
り
の
消

防
署
・
出
張
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

＜！注意事項！＞
●携帯電話にＧＰＳの機能がつい
ていない場合は、発信場所の精
度が下がります。

●１８４（発信者番号非通知設定）が
付加されていると、発信場所が
表示されませんので注意してく
ださい。

●正確な情報を得るため、これま
でどおり口頭による場所確認も
行います。目印や目標となるも
のを伝えてください。
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〜
災
害
に
備
え
防
災
知
識
の
向
上
を
め
ざ
す
〜

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

〜
災
害
に
備
え
防
災
知
識
の
向
上
を
め
ざ
す
〜

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

携帯電話からの１１９番通報で発信場所が特定しやすくなりました
◆松本広域消防局では、１０月１日から「携帯電話発信地表示システム」を導入しました。
これにより、通報者の発信場所が自動的に地図上に表示されるようになりました。

携帯１１９！

発信地を表示・確認
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この広報紙は再生紙を使用しています。

？？？消防の広域化って何 ？？？

●これまでの主な経過●

●12

中南信地域の消防広域化に関する協議が始まります
◎消防の広域化について、中南信消防広域化推進事務局からのお知らせです

●松本広域連合では、この協議会に参画して協議のテーブルに就き、関係７団体（消防本部）の状況を的確に把握した上

で、慎重に協議を進めるとともに、今後も機会を捉え、住民の皆さんに情報提供をしていきます。

「中南信消防広域化協議会」が、平成２０年９月２２日に設立されました。この協議会では、中南信地域の常備消防の広域化に
ついてさまざまな協議を行い、広域化による消防体制の充実強化、住民サービスの向上を目指すなど、より良い消防体制づ
くりを検討していきます。（消防団は広域化の対象ではありません）

中南信地域の各広域連合長、組合長や議会代表者等が一堂に会して
設立会議が行われました。

答１　近年、災害の大規模化、複雑化
が進んでいます。また、救急の高度化
など、住民の期待に応えられる体制、
装備の充実が求められています。その
ため、広域化によるスケールメリットを
最大限活かせる体制づくりを目指して
います。

（Q1）今、なぜ消防の広域化
を目指しているの？

答２　長野県を含む全国の道府県で国の
指針に基づく広域化推進計画が策定される
こととなっています。
長野県では、県内を中南信と東北信の２
つのブロックに統合した新たな消防本部体
制をH24年度末までに実現できることを目
指しています。

（Q2）消防の広域化は長野県だけなの？
いつ広域化されるの？

答３　大規模災害や従来の管轄区域を越え
る出動の増加などに対応するための消防本
部体制の充実強化であり、現場の消防署数
を減らすことを目的としてはいません。広域
化による、より迅速な現場への到着や初動体
制の整備、業務の高度化・専門化を図ること
を目指しています。

（Q3）広域化で近くの消防署が減る
ことはないの？

●中南信消防広域化協議会●

※上記の他に「広域連合長・組合長会議」「将来ビジョン策定小委員
会」「幹事会」「専門部会」等の組織により協議を行っていきます。

〈役員〉
会 長：1名
副会長：1名
監 事：2名

〈構成団体〉 常備消防を行っている各団体
・諏訪広域連合（6）・伊那消防組合（4）・伊南行政組合（4）
・南信州広域連合（15）・木曽広域連合（6)
・松本広域連合（9）・北アルプス広域連合（5）
※（ ）内は構成市町村数

〈委員構成〉 21名
広域連合、組合の長　7名
広域連合、組合の議会議員代表　7名
広域連合、組合の識見者　7名

H18.6.14 国において消防組織法の一部改正（消防広域化の推進）
H20.1.16 長野県が消防広域化推進計画策定（東北信、中南信地域の２ブロック体制）
H20.2. 4 消防広域化に関する市町村総務部（課）長等会議
H20.4. 1 中南信地域消防広域化推進事務局設置
H20.9.22 中南信消防広域化協議会設立

●中南信地域の現況●

・中南信エリアを管轄する地域…諏訪地域、上伊那地域、飯伊地域、木曽地域、松本地域、大北地域
・市町村の総数…49市町村 ・総人口…1,099,739人
・総面積…8,517.8km2 ・消防署所の総数…48署所
・消防職員の総数…1,200人

（数値はH20.4.1現在）


